
行
政
と
市
民
と
の
協
働
の
考
え
方
は

実
践
の
場
面
で
構
築

行
政
と
市
民
と
の
協
働
の
考
え
方
は

実
践
の
場
面
で
構
築

所得制限800万円未満まで引き上げを実施所得制限800万円未満まで引き上げを実施
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問
　
地
方
分
権
と
真
の
行
政
改

革
に
基
づ
く
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

　
「
平
成
の
大
合
併
」
が
今
年

の
３
月
に
一
段
落
し
た
。
い
よ

い
よ
本
格
的
な
地
方
の
時
代
を

迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
国

の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方

交
付
税
総
額
の
抑
制
策
は
、
予

想
以
上
に
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
真
の
行
政
改
革
な
く

し
て
行
政
経
営
は
成
り
立
た
な

い
と
い
う
視
点
か
ら
伺
う
。

①
　
今
ま
で
の
行
政
改
革
の
成

果
に
つ
い
て
。

②
　
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
。
③
　
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
市
民
と
の
「
協
働
」
の
考

え
方
に
つ
い
て
。

問
　
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
に
「
低
所
得
世
帯
に
対
す
る

相
談
支
援
」
と
あ
る
。
子
育
て

家
族
の
担
い
手
で
あ
る
夫
婦
の

経
済
状
態
は
格
差
と
貧
困
が
進

む
現
在
、
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
こ
の
５
年
で
非
正
規
社

員
が
３
倍
に
膨
れ
上
が
り
所
得

は
減
少
し
貯
畜
率
も
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
。
日
の
出
町
の
よ

う
に
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
券
の
発

行
や
多
摩
地
域
で
２
番
目
に
高

い
保
育
料
の
引
き
下
げ
、
医
療

費
の
無
料
化
の
年
齢
を
中
学
生

ま
で
広
げ
る
こ
と
な
ど
必
要
だ
。

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

子
育
て
支
援
・
児
童
担
当
参
事

　
子
育
て
世
代
に
お
け
る
平
均

的
な
所
得
は
、
平
成
２
年
以
降

ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
若
年
層
の
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
割
合
が
急
増
し

て
お
り
、
所
得
格
差
も
拡
大
し

て
い
る
。
ま
た
、
共
働
き
世
帯

で
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
同
士
の
夫

婦
が
増
加
し
て
お
り
、
若
い
世

代
の
経
済
状
況
は
厳
し
い
と
認

識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
児

童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
、
乳
幼
児
医
療
費
・
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
の
助
成
な
ど
、

国
、
東
京
都
と
連
携
を
図
り
、子

育
て
世
代
の
経
済
支
援
を
図
っ

て
い
る
。
特
に
乳
幼
児
医
療
費

助
成
は
、
市
独
自
の
施
策
と
し

て
所
得
制
限
を
８
百
万
円
未
満

ま
で
引
上
げ
た
。
ま
た
、
共
働

き
し
や
す
い
環
境
整
備
に
は
、

行
政
、企
業
、家
庭
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
、
理
解
が
必
要
と
考
え
る
。

企
画
財
政
部
長

①
　
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

税
収
確
保
や
企
業
誘
致
、
市
有

財
産
の
活
用
に
よ
る
財
源
確
保
、

使
用
料
等
の
受
益
者
負
担
の
適

正
化
、
職
員
数
や
補
助
金
の
見

直
し
な
ど
の
改
革
に
取
り
組
み
、

平
成
10
年
か
ら
４
年
間
で
削
減

し
た
経
費
は
、
約
16
億
８
千
万

円
と
算
定
し
て
い
る
。

②
　
行
政
改
革
推
進
本
部
で
は
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
検
討
部

会
な
ど
の
５
部
会
に
よ
り
、
国

の
構
造
改
革
の
動
向
や
行
財
政

運
営
に
つ
い
て
、
現
状
把
握
と

今
後
の
課
題
を
中
心
に
進
め
て

い
く
。

③
　
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
実
践
の
場
面
に
お
い
て

互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
構
築
し
て
い
く
も

の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
、
菅
生
地
区
の
下
水

道
事
業
を
急
ぐ
こ
と
。
日
の
出

イ
ン
タ
ー
近
く
に
投
棄
さ
れ
て

い
る
六
価
ク
ロ
ム
問
題
で
、
経

過
を
近
隣
に
報
告
す
る
よ
う
求

め
た
。

夏休みのスイカ割り

市内一斉清掃

議員議員

子育て世帯の経済的支援を子育て世帯の経済的支援を戸沢 弘征戸沢 弘征

議
員
議
員

石

井

仁

石

井

仁



児童・生徒と地域高齢者との交流給食を
取り組みを紹介

児童・生徒と地域高齢者との交流給食を
取り組みを紹介

特
別
支
援
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
急
務

連
絡
会
に
よ
る
情
報
交
換
・
研
修
会
を
実
施

特
別
支
援
教
育
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
急
務

連
絡
会
に
よ
る
情
報
交
換
・
研
修
会
を
実
施
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問
　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

　
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
り
、

盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
が
複
数
の

障
が
い
に
対
応
で
き
る
特
別
支

援
学
校
に
一
本
化
さ
れ
、
通
常

学
級
の
障
が
い
を
も
つ
児
童
・

生
徒
を
支
援
す
る
役
割
も
担
う

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
以
下

に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
心
身
障
害
学
級
に
在
籍
・

通
級
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は

何
人
い
る
の
か
。
ま
た
、
通
常

学
級
に
在
籍
し
教
育
的
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
・
生
徒
は
何

人
い
る
の
か
。

②
ア．

副
籍
モ
デ
ル
事
業
の
成

　
果
は
。

　
イ．

就
学
支
援
シ
ー
ト
は
、

　
指
導
に
役
立
っ
て
い
る
か
。

③
　
あ
き
る
野
学
園
、
心
身
障

害
学
級
、
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
の
在
籍
校

の
特
別
支
援
教
育
推
進
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
急

務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

指
導
担
当
参
事

①
　
東
京
都
は
、
栄
養
教
諭
制

度
の
導
入
に
当
り
、
検
討
委
員

会
を
設
置
し
検
討
し
て
い
く
と

し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

東
京
都
の
検
討
結
果
を
待
っ
て
、

そ
の
後
の
対
応
を
考
え
る
。

②
　
現
在
、
市
内
の
３
校
で
地

域
の
高
齢
者
と
の
交
流
給
食
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
学

校
が
独
自
の
判
断
で
実
施
し
て

い
る
の
で
、
相
談
が
あ
れ
ば
交

流
給
食
等
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
・
児
童
担
当
参
事

③
　
「
食
育
」
を
進
め
る
う
え

で
地
場
産
物
を
使
用
し
、
生
き

た
食
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

は
大
変
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、

端
境
期
の
問
題
、
コ
ス
ト
面
の

課
題
等
も
あ
り
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

問
　
昨
年
施
行
さ
れ
た
食
育
基

本
法
を
具
体
化
し
た
も
の
と
し

て
、
本
年
１
月
、
食
育
推
進
基

本
計
画
案
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ

の
中
で
、
「
地
域
や
社
会
を
あ

げ
て
子
ど
も
の
食
育
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。」
と
、

そ
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
学
校
・
保
育
所
に
お

け
る
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
、

以
下
の
点
を
伺
う
。

①
　
食
育
推
進
の
た
め
、
今
後

栄
養
教
諭
の
配
置
の
考
え
は
。

②
　
小
・
中
学
校
に
地
域
の
高

齢
者
を
招
き
、
児
童
・
生
徒
と

の
交
流
給
食
の
機
会
を
作
る
考

え
は
。

③
　
保
育
所
に
お
け
る
地
産
地

消
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

指
導
担
当
参
事

①
　
本
年
７
月
末
現
在
、
市
内

の
心
身
障
害
学
級
に
在
籍
し
て

い
る
児
童
・
生
徒
は
、
小
学
校

で
34
人
、
中
学
校
で
24
人
で
あ

る
。
ま
た
、
通
級
指
導
学
級
に

通
っ
て
い
る
児
童
は
33
人
、
生

徒
は
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

②
ア．

副
籍
モ
デ
ル
事
業
に
参

　
画
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
、

　
平
成
16
年
度
が
17
人
、
17
年

　
度
が
25
人
、
18
年
度
が
30
人

　
と
増
加
し
て
お
り
、
事
業
へ

　
の
理
解
啓
発
が
進
ん
で
い
る

　
様
子
が
伺
え
る
。

　
イ．

就
学
支
援
シ
ー
ト
を
活

　
用
し
、
入
学
前
か
ら
児
童
の

　
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
検

　
討
し
た
り
、
面
談
を
行
っ
た

　
り
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

③
　
あ
き
る
野
学
園
を
含
め
、

市
内
全
小
中
学
校
の
特
別
支
援

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
連

絡
会
を
開
催
し
、
情
報
交
換
や

研
修
会
も
実
施
す
る
な
ど
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

議員議員

田中 千代子田中 千代子

　
他
に
、
ご
み
減
量
化
の
推
進

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

あきる野学園児童の副籍交流（南秋留小学校にて）

園児と高齢者とのふれあい給食

議
員
議
員

村
木

英
幸

村
木

英
幸



舌
下
減
感
作
療
法
と
は

免
疫
を
作
り
体
質
改
善
を
図
る

舌
下
減
感
作
療
法
と
は

免
疫
を
作
り
体
質
改
善
を
図
る

路線バスの乗り入れは
早期実現に向け取り組む

路線バスの乗り入れは
早期実現に向け取り組む
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問
　
花
粉
症
対
策
に
つ
い
て

　
今
、
杉
花
粉
の
飛
散
量
は
年

年
増
え
続
け
て
い
る
。
首
都
圏

で
は
４
人
に
１
人
が
花
粉
症
患

者
と
言
わ
れ
て
い
る
。
東
京
都

は
、
平
成
18
年
度
よ
り
重
点
事

業
と
し
て
、
総
合
的
花
粉
症
対

策
を
挙
げ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
問
う
。

①
　
東
京
都
花
粉
症
対
策
本
部

と
、
構
成
14
局
と
の
協
力
関
係

に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
る
。

②
　
花
粉
対
策
の
重
要
な
取
り

組
み
の
１
つ
に
、
花
粉
発
生
源

対
策
が
あ
る
。
具
体
的
な
説
明

を
求
め
る
。

③
　
東
京
都
が
予
防
薬
・
治
療

薬
と
し
て
開
発
中
の
舌
下
減
感

作
療
法
に
つ
い
て
、
説
明
を
求

め
る
。

総
務
部
長

①
　
公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ

ー
の
整
備
に
関
し
て
は
、
玄
関

前
に
バ
ス
の
回
転
場
所
が
整
備

さ
れ
、
「
る
の
バ
ス
」
の
停
留

所
を
玄
関
前
に
移
動
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
路
線
バ
ス
の
乗

り
入
れ
は
、
仮
の
進
入
路
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
整
備
後
で
な
け

れ
ば
難
し
い
状
況
で
あ
る
。
市

と
し
て
も
早
期
実
現
に
向
け
て

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

②
　
こ
の
便
に
つ
い
て
は
１
日

に
16
本
ほ
ど
出
て
い
る
。
以
前

か
ら
議
員
よ
り
質
問
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
西
東
京
バ
ス
に
要

望
は
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
外
構

工
事
全
体
を
含
め
た
整
備
の
終

了
を
待
っ
て
、
関
係
機
関
と
調

整
を
し
て
い
き
た
い
。

問
　
公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ

ー
へ
の
路
線
バ
ス
乗
り
入
れ
に

つ
い
て

①
　
平
成
13
年
第
４
回
定
例
会

で
、
福
生
駅
（
平
井
廻
り
）
か

ら
武
蔵
五
日
市
駅
間
の
路
線
バ

ス
を
乗
り
入
れ
て
は
と
質
問
し

た
。
　
本
年
８
月
に
は
、
公
立
阿
伎

留
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

②
　
他
の
路
線
で
、
福
生
駅
（
瀬

戸
岡
廻
り
）
か
ら
秋
川
駅
間
の

バ
ス
路
線
に
つ
い
て
も
乗
り
入

れ
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長

①
　
東
京
都
は
、
花
粉
症
対
策

の
積
極
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

副
知
事
を
本
部
長
に
関
係
14
局

で
構
成
さ
れ
る
「
東
京
都
花
粉

症
対
策
本
部
」
を
昨
年
11
月
に

設
置
し
た
。
重
点
事
業
と
し
て
、

全
庁
体
制
で
総
合
的
花
粉
症
対

策
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

②
　
東
京
都
は
、
今
年
度
か
ら

花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
、
主

伐
対
策
事
業
と
色
彩
豊
か
な
森

事
業
を
開
始
し
た
。
現
在
、
現

地
調
査
と
並
行
し
て
、
森
林
所

有
者
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

③
　
こ
の
療
法
は
、
舌
の
下
に

小
さ
な
パ
ン
片
を
置
き
、
花
粉

エ
キ
ス
を
添
加
し
て
２
分
ほ
ど

放
置
し
た
後
、
パ
ン
片
を
飲
み

込
む
と
い
う
も
の
で
、
数
週
間

続
け
て
花
粉
エ
キ
ス
を
体
内
に

取
り
込
み
、
免
疫
を
作
っ
て
体

質
改
善
を
図
る
方
法
で
あ
る
。

議員議員

浦野 眞司浦野 眞司

杉林

公立阿伎留医療センタ－玄関前

中
嶋

昭
七

議
員
議
員

中
嶋

昭
七



選挙権を年齢20歳から18歳に引き下げては
公職選挙法の改正が必要

選挙権を年齢20歳から18歳に引き下げては
公職選挙法の改正が必要

菅
生
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
Ｓ
１
地
区
の
売
却
は

市
が
買
い
戻
し
賃
貸
事
業
を
行
う

菅
生
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
Ｓ
１
地
区
の
売
却
は

市
が
買
い
戻
し
賃
貸
事
業
を
行
う
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問
　
若
者
の
政
治
参
加
を
促
す

た
め
以
下
の
点
に
つ
い
て
問
う
。

①
　
選
挙
権
の
年
齢
を
20
歳
か

ら
18
歳
に
引
き
下
げ
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
が
、
あ
き
る
野
市

選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
何
が

で
き
る
か
。

②
　
選
挙
事
務
で
の
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
の
採
用
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

③
　
翌
日
開
票
に
変
更
し
た
場

合
の
経
費
削
減
に
つ
い
て
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

④
　
府
中
市
は
、
全
国
一
開
票

事
務
の
時
間
が
短
い
。
こ
の
事

例
を
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
し
て
あ

き
る
野
市
の
改
善
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
市
土
地
開
発
公
社
は
、
国
、

東
京
都
及
び
金
融
機
関
か
ら
簿

価
総
額
の
縮
減
を
求
め
ら
れ
て

お
り
、
公
社
経
営
健
全
化
計
画

で
、
公
社
保
有
地
の
売
却
や
有

効
活
用
を
積
極
的
に
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。
菅
生
テ
ク
ノ
ヒ

ル
ズ
Ｓ
１
地
区
は
、
市
が
東
京

都
区
市
町
村
振
興
基
金
貸
付
金

を
特
別
に
低
利
な
金
利
で
借
り

入
れ
、
公
社
か
ら
買
い
戻
し
、

賃
貸
事
業
を
行
う
。

　
ま
た
、
資
金
返
済
は
土
地
使

用
料
等
を
充
当
す
る
と
と
も
に
、

市
財
政
に
大
き
く
影
響
し
な
い

よ
う
長
期
返
済
計
画
を
考
え
た
。

　
今
後
も
経
営
健
全
化
計
画
を

進
め
る
た
め
、
他
の
公
社
保
有

地
も
当
初
の
用
途
か
ら
変
更
し
、

売
却
や
貸
し
出
し
も
視
野
に
入

れ
て
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

①
　
法
律
に
基
づ
く
も
の
で
、

市
独
自
で
変
更
は
で
き
な
い
。

全
国
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

等
の
団
体
か
ら
総
務
省
に
要
望

と
し
て
上
げ
、
公
職
選
挙
法
を

改
正
し
て
も
ら
う
以
外
は
な
い
。

②
　
当
市
に
は
大
学
は
な
い
が
、

今
後
ど
う
い
う
方
法
が
と
れ
る

の
か
調
査
し
て
み
た
い
。

③
　
平
成
17
年
度
の
あ
き
る
野

市
議
会
議
員
選
挙
で
従
事
者
の

金
額
が
約
94
万
円
、
東
京
都
議

会
議
員
選
挙
で
約
42
万
円
、
衆

議
院
議
員
選
挙
で
約
１
２
３
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
翌
日
開
票

と
し
た
場
合
、
市
職
員
が
勤
務

時
間
中
従
事
し
た
と
い
う
仮
定

の
上
で
考
え
れ
ば
、
こ
の
程
度

の
金
額
が
削
減
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。

④
　
府
中
市
が
早
く
処
理
で
き

る
要
因
と
し
て
、
審
査
事
務
や

投
票
束
の
回
付
方
法
な
ど
の
違

い
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
開

票
事
務
の
改
善
に
向
け
、
同
市

の
処
理
方
法
等
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
い
き
た
い
。

選挙の開票風景

賃貸事業を行う菅生テクノヒルズＳ１地区

議
員
議
員

　

秋

利
郎

　

秋

利
郎

議員議員

畠中 克賢畠中 克賢

問
　
総
務
省
は
、
土
地
開
発
公

社
の
健
全
化
計
画
を
進
め
、
あ

き
る
野
市
土
地
開
発
公
社
は
平

成
22
年
度
ま
で
に
借
入
額
を
37

億
円
圧
縮
し
、
51
億
円
と
す
る

よ
う
指
導
が
あ
っ
た
。
こ
の
た

び
菅
生
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
Ｓ
１
地

区
第
Ⅰ
工
区
を
、
市
が
、
東
京

都
区
市
町
村
振
興
基
金
を
通
常

利
率
の
半
分
に
当
た
る
１
％
の

特
別
利
率
で
借
り
入
れ
、
公
社

か
ら
10
億
３
千
万
円
で
買
い
戻

し
、
20
年
に
渡
り
賃
貸
す
る
と

聞
く
。
公
社
の
借
り
入
れ
を
10

億
円
圧
縮
し
、
大
変
喜
ば
し
い
。

今
後
も
西
地
区
開
発
事
業
用
地

を
始
め
使
用
目
的
等
を
見
直
し

な
が
ら
売
却
や
賃
貸
等
に
よ
り
、

健
全
な
運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

同
様
に
市
保
有
地
も
付
加
価
値

を
上
げ
て
有
効
活
用
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
。



産業振興基本条例の制定は
検討を重ね進める

産業振興基本条例の制定は
検討を重ね進める

ご
み
の
減
量
化
は
進
ん
で
い
る
の
か

総
ご
み
量
で
は
14・
３
％
の
減
量

ご
み
の
減
量
化
は
進
ん
で
い
る
の
か

総
ご
み
量
で
は
14・
３
％
の
減
量
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問
　
あ
き
る
野
市
の
産
業
振
興

に
つ
い
て

　
今
年
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
あ

き
る
野
商
工
会
等
と
共
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
施
政
方

針
「
市
民
の
暮
ら
し
を
リ
ー
ド

す
る
産
業
都
市
を
め
ざ
し
て
」

の
中
で
も
商
工
会
と
連
携
し
商

店
街
の
活
性
化
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い
て

伺
う
。

①
　
今
年
上
半
期
の
あ
き
る
野

市
の
商
業
・
産
業
振
興
の
成
果

と
課
題
は
。

②
（
仮
称
）
あ
き
る
野
市
産
業

振
興
基
本
条
例
の
制
定
に
関
す

る
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

問
①
　
ご
み
の
減
量
化
、
資
源

化
の
推
進
に
つ
い
て

　
ア．

現
在
、
ご
み
の
減
量
化

　
は
進
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

　
イ．

減
量
に
は
資
源
集
団
回

　
収
を
奨
励
す
る
の
が
良
い
の

　
で
は
な
い
か
と
思
い
、
集
団

　
回
収
団
体
の
現
状
と
今
後
の

　
指
導
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

②
　
安
否
確
認
の
ご
み
収
集
に

つ
い
て

　
八
王
子
市
で
は
、
身
体
障
害

者
や
介
護
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
を
対
象
に
市
職
員
が
玄
関
先

ま
で
出
向
い
て
収
集
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
７
月
か
ら
始
め
た
と
の

新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、
あ
き

る
野
市
の
考
え
方
は
。

環
境
経
済
部
長

①
ア．

戸
別
収
集
、
有
料
化
を

　
実
施
し
２
年
が
経
過
し
た
。

　
平
成
15
年
度
の
１
日
１
人
当

　
り
の
ご
み
排
出
量
は
１
０
４

　
４
ｇ
、
16
年
度
は
８
９
３
ｇ

　
で
、
総
ご
み
量
で
は
14
・
３

　
％
の
減
量
と
な
っ
た
。

　
イ．

登
録
団
体
数
と
回
収
量

　
に
つ
い
て
は
、
15
年
度
は
84

　
団
体
で
１
３
４
１
ト
ン
、
16

　
年
度
は
98
団
体
で
１
５
９
８

　
ト
ン
が
回
収
さ
れ
、
15
年
度

　
と
の
回
収
量
の
比
較
で
は

　
19
・
２
％
の
伸
び
で
あ
っ
た
。

　
今
後
も
広
報
に
よ
る
啓
発
や

　
町
内
会
・
自
治
会
に
登
録
の

　
呼
び
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

②
　
当
市
で
は
委
託
に
よ
り
収

集
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

委
託
契
約
や
個
人
情
報
な
ど
の

問
題
が
あ
る
た
め
、
他
の
方
法

を
検
討
し
た
い
。

環
境
経
済
部
長

①
　
今
年
度
８
月
末
ま
で
に
、

６
商
店
会
の
６
事
業
が
実
施
さ

れ
、
個
店
の
販
売
促
進
と
顧
客

確
保
に
つ
な
が
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。
昨
年
結
成
さ
れ
た
あ

き
る
野
商
店
連
合
会
も
新
規
事

業
と
し
て
「
あ
き
る
野
花
ま
つ

り
事
業
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
夏
ま
つ
り
は
７

万
３
千
人
、
ヨ
ル
イ
チ
も
２
万

２
千
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

課
題
と
し
て
は
、
市
内
商
店
街

が
、
今
後
予
測
さ
れ
る
周
辺
の

商
業
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
、
行
政
と
し
て
支

援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
 
条
例
制
定
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
市
職
員
に

よ
る
検
討
会
議
を
設
け
、
市
内

企
業
関
係
者
等
に
よ
る
経
済
懇

談
会
の
意
見
な
ど
を
参
考
に
施

策
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

今
後
も
情
報
や
意
見
を
集
約
し
、

更
に
検
討
を
重
ね
、
条
例
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
そ
の
他
、
あ
き
る
野
市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
と
健
康
に
つ
い
て
、

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

資源集団回収

秋川駅北口地区の商店街

議員議員

小 林 充小 林 充

議
員
議
員

御
手
洗

武

御
手
洗

武



認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
を

国
の
政
省
令
等
の
基
準
が
明
確
で
な
い

認
定
こ
ど
も
園
の
設
置
を

国
の
政
省
令
等
の
基
準
が
明
確
で
な
い
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問
　
日
本
の
経
済
が
安
定
期
に

入
っ
た
と
は
言
え
、
地
域
や
家

庭
の
財
政
に
は
必
ず
し
も
そ
の

状
況
で
は
な
い
。

　
「
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
」

を
目
指
す
家
庭
が
多
い
が
、
保

育
園
の
入
所
待
機
児
も
多
数
い

る
。
乳
幼
児
・
児
童
教
育
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
２

点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
　
幼
保
一
元
化
を
目
指
す

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
設
置
に

つ
い
て

②
　
出
産
育
児
一
時
金
の
「
受

領
委
任
払
い
制
度
」
の
運
用
に

つ
い
て

子
育
て
支
援
・
児
童
担
当
参
事

①
　
国
の
指
針
で
は
、
認
定
こ

ど
も
園
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所

等
の
う
ち
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
及
び
保
育
並
び

に
保
護
者
へ
の
子
育
て
支
援
を

総
合
的
に
提
供
す
る
機
能
を
備

え
る
施
設
を
都
道
府
県
が
認
定

す
る
仕
組
み
を
設
け
る
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
国
の
政
省
令
及

び
東
京
都
の
条
例
制
定
が
遅
れ

て
お
り
、
現
時
点
で
は
基
準
等

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

今
後
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

市
民
部
長

②
　
「
出
産
育
児
一
時
金
の
受

領
委
任
払
い
」
は
、
保
険
者

（
市
）
が
直
接
医
療
機
関
に
支

払
う
制
度
で
、
被
保
険
者
が
出

産
費
を
立
て
替
え
る
必
要
が
な

い
な
ど
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
の
扱
い
な
ど
ク
リ
ア

す
べ
き
点
も
あ
る
た
め
、
調
査
・

検
討
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

傍聴席はみなさんを待っています。

お気軽にどうぞ！

先着順（一般39席・車イス2席・記者5席）

問い合わせ：議会事務局へ （558）1111

議場の雰囲気を目と耳で議場の雰囲気を目と耳で

請願・陳情はお早めに
　12月定例会では11月27日㈪までに提出さ

れた請願・陳情を審査します。

　なお、請願・陳情の内容などをお尋ねする

場合もありますので、提出される方は、早め

に議会事務局までご持参ください。

議会本会議の模様をテレビで放映開始！
　９月定例会から議場本会議の模様を実況により、市役所１階コミュニティホ－ルでテレビ放

映を開始しました。市役所に手続きなどで来庁の際、待ち時間等を利用して是非一度ご覧くだ

さい。

　なお、次回の放映は、下表の12月５日から７日までの一般質問、８日の議案審議及び20日の

最終日を予定しています。

　　《本会議のテレビ放映についてのご意見等をお寄せください。お待ちしております。》

20日（水）最終日　委員長報告
14日（木）福祉委員会

12月5日（火）初　日　一般質問

13日（水）環境建設委員会
12日（火）総務文教委員会

7日（木）３日目　一般質問
6日（水）２日目　一般質問

8日（金）４日目　議案審議

　　　　追加議案審議

※開会時間は午前９時30分からとなります。
※変更となる場合もあります。

12月定例会予定

幼稚園と保育所が連携

議
員
議
員

下
田

孝
雄

下
田

孝
雄


